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１ 総 括 

畜産総合研究センターでは、千葉県農林水産業試験研究推進方針で定めた 

５つの基本目標に基づき２０の大課題を設定し、先端技術を活用して安全で高

品質な畜産物を効率的に生産するため、畜産農家が求める生産性の高い革新的

な技術や、地域資源の循環利用を中心とした環境に調和した畜産技術の開発、

これらの導入による経営への効果の調査・分析等を行っております。 

今回の課題評価では、畜産総合研究センターの試験研究課題全７２課題（平

成２２年度末完了による事後評価対象のもの８課題、平成２４年度新規予定に

よる事前評価対象のもの１１課題を含む）の中から、農林水産部所管試験研究

機関課題評価実施要領に基づき、県の施策、県民からの要望課題等、重点的な

３研究課題（事前評価１課題、事後評価２課題）について評価をしていただき

ました。 

 その結果、総合評価では、「採択した方がよい」（事前評価１課題）、「計画ど

おりの成果が得られた」（事後評価２課題）との評価をいただきました。 

  課題ごとの指摘事項及び２回の専門部会で示された意見や助言等を活かし、

研究計画をさらに検討した上で研究を実施するとともに、成果については更な

る普及に努めてまいります。 

 なお、各研究課題については、より効率的・効果的な実施等に資するべく、

課題評価専門部会から改善等が望まれる事項を指摘されており、その主な指摘

事項及び対応方針の概要は下表のとおりであり、各研究課題の指摘事項に対す

る対応方針は、２の課題評価結果対応票のとおりです。 
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区

分 
研究課題名 主な指摘事項等 対応方針 

 

事 

前 

評 

価 

畜産排水の窒素

低減化処理技術

の確立 

・実験的装置で脱窒効果が認

められても、規模が大きく、

汚染要因が多い農家現場で

は、効果が薄れることが考

えられるので、現場での実

証試験あるいはモデル試験

を行ってその効果を確認す

る必要がある。 

・農家の実態調査をふまえ実証試

験を実施し、その実用性につい

て検討する予定である。しかし

ご指摘のとおり、対象農家によ

っては脱窒段階以前の処理にお

ける問題点をも洗い出し、総合

的な対応方法を検討する必要が

あると思われる。 
 

 

 

 

 

事 

後 

評 

価 

 

 

飼料作物の収穫

調製における細

断型ロールベー

ルサイレージ方

式の導入条件と

定着要因の解明 
 
 
 
 
 
 

・調査例数を増やし、各運用

方法の特性を明確にすると

ともに、県酪農家の経営に

適合する効率的な作業方法

を示す必要がある。 
 

・フォローアップ事業において、

個々の酪農家に適した方法でト

ウモロコシサイレージの生産支

援を行う予定である。その中で調

査事例数を増やし、細断型機の運

用方法についてさらに多角的に

検討したい。 
・農業機械による事故が増え

ていることから、解りやす

い操作マニュアルと事故防

止策等も運用方法と並列し

て作成すべき。 
 

・現地調査を見る限り、細断型機

の稼働シーズン中におけるメー

カー対応はとても機動的であっ

た。よって、操作や故障に係る対

応、事故の防止策等は基本的にメ

ーカーへ任せるべきと思われる。

ただし、故障の発生状況や危険性

が絡む事例は現地に積み重なっ

ていると思われ、特に細断型ロー

ルベーラは実用化された当時の

物が今年で法定耐用年数を迎え

るため、当センターでも故障状況

等のデータを収集しつつ、個々の

取組みに適した方法で事故防止

を啓発したい。 
自給飼料の効率

的な給与に基づ

く優良後継牛生

産のための育成

管理技術の開発 
 
 
 

・飼育前期と後期にわけた今

回の試験成績と、前期・後

期を通しての成果が同様で

あったか確認できれば、今

後、前期と後期の試験どち

らかを実施することによ

り、優良後継牛のための育

成管理技術として効率的・

低コスト的に実施できる。 

・育成全期間をとおしての試験の

必要性は認識している。追加試験

実施の可能性について、共同研究

県と相談したい。 
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２ 課題評価結果対応方針 
（１）事前評価 

＜課題評価結果対応票＞ 
研究課題名 畜産排水の窒素低減化処理技術の確立 

研究期間 平成24～26年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 
1.研究の必要性

や重要性 
①研究課題の必

要性 
 

①本県で基準値見直しの対応を必

要とする農家の実態事前調査を

行うことが今後計画を進めるう

えで必須である。 

①家畜保健衛生所の協力のもと、養豚農家の

汚水処理の現状を把握し、改善点を抽出す

るための調査を行う。 

 

2.研究計画の妥

当性 

①計画内容の妥

当性 

②農家の調査については検討中の

低減化技術にマッチする改善ポ

イント、もしくは既存設備の老朽

化に備えた新設等の必要性の有

無等についても詳しく調査し、計

画との対応を検討すべきである。 
 

②調査する上で、当技術で対応可能な改

善点の抽出等を行い、計画との対応を

検討する。 

③硫黄脱窒に利用する硫黄酸化細

菌の効率性、入手し易さ、耐用性、

コスト性等基本的事項について

検討するとともに、関係機関との

情報交換を密にする必要がある。 
 

③硫黄脱窒に利用可能な資材の選定及びそ

の処理効果について検討を行う。また、関

係機関との情報交換を密に行う。 

④異分野、大手企業等も当技術に取

り組んでいると見られるので、事

前に広く情報を収集し、低コスト

資材を活用するのが重要である。 

④文献等から当技術に関する情報収集を行

い、その上で、資材を選定・活用する。 
 

②研究資源の妥

当性 

⑤装置の処理容量等のバリエーシ

ョン、担体の購入費等の資材、農

家調査での諸雑費、実証試験費

等、３年間にかかる研究費として

若干少ないと思われる。このまま

では、かなり小規模実証実験にな

らざるを得ないという懸念が残

る。 

⑤既存の装置を活用して実験装置を構築し、

研究費の範囲内で対応可能な試験内容を

検討する。さらに、農家実証試験に際して

は、共同研究者と調整の上、外部資金に応

募して予算の確保を図りたい。 

総合評価 
 

⑥実験的装置で脱窒効果が認めら

れても、規模が大きく、汚染要因

が多い農家現場では、効果が薄れ

ることが考えられるので、現場で

の実証試験あるいはモデル試験

を行ってその効果を確認する必

要がある。 
 

⑥農家の実態調査をふまえ実証試験を実施し、

その実用性について検討する予定である。し

かしご指摘のとおり、対象農家によっては脱

窒段階以前の処理における問題点をも洗い

出し、総合的な対応方法を検討する必要があ

ると思われる。 
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（２）事後評価 
＜課題評価結果対応票＞ 

研究課題名 飼料作物の収穫調製における細断型ロールベールサイレージ方式の導入条件と定

着要因の解明 
研究期間 平成21～22年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 
2.研究目標の達

成度、研究成果

の波及効果及

び発展性 

①今後、事例調査数を増やすと同時

に残されたバンカーサイロ体系

との比較も行ってほしい。 
 

①21 年度試験において、細断型ロールベー

ラによる定置式とバンカーサイロ体系との

比較を行った結果、作業の組み方次第ではバ

ンカーサイロ体系の方が延べ作業時間は短

く済むものと考えられたが、作業強度や疲労

度を考慮していないため、どちらの作業体系

が楽なのかは検討できていない。また生産費

の比較も行っていないため、23～25 年度の

3 年間に当センターで実施するフォローア

ップ事業において検討したい。 
※フォローアップ事業：研究成果の迅速な普

及、定着、活用を目的とし、関係普及機関と

連携して行っている事業 
総合評価 

 
 

②調査例数を増やし、各運用方法の

特性を明確にするとともに、県酪

農家の経営に適合する効率的な

作業方法を示す必要がある。 
 

②フォローアップ事業において、個々の酪農家

に適した方法でトウモロコシサイレージの

生産支援を行う予定である。その中で調査事

例数を増やし、細断型機の運用方法について

さらに多角的に検討したい。 
③農業機械による事故が増えてい

ることから、解りやすい操作マニ

ュアルと事故防止策等も運用方法

と並列して作成すべき。 
 

③現地調査を見る限り、細断型機の稼働シーズ

ン中におけるメーカー対応はとても機動的

であった。よって、操作や故障に係る対応、

事故の防止策等は基本的にメーカーへ任せ

るべきと思われる。ただし、故障の発生状況

や危険性が絡む事例は現地に積み重なって

いると思われ、特に細断型ロールベーラは実

用化された当時の物が今年で法定耐用年数

を迎えるため、当センターでも故障状況等の

データを収集しつつ、個々の取組みに適した

方法で事故防止を啓発したい。 
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＜課題評価結果対応票＞ 
研究課題名 自給飼料の効率的な給与に基づく優良後継牛生産のための育成管理技術の開発 

研究期間 平成18～22年度 

評価項目 指摘事項 対応方針 
1.研究計画の妥

当性 

①計画内容の妥

当性 

①後期試験終了後、人工授精の早期

実施が可能となり、初産分娩の早

期化も可能となったことは評価

できる。その後の発情や妊娠状

態、また泌乳成績等についても追

跡し、本試験の意義を明確にする

ことが重要である。 

①初産時の繁殖状況、３０５日乳量、乳成分に

ついては現在取りまとめを行っており、本試

験の効果を確認する。 

2.研究目標の達

成度、研究成果

の波及効果及

び発展性 
 

②自給粗飼料の多給により、優れた

発育と配合飼料給与量の低減化

が達成され、分娩後の乳生産性の

改善を明らかにしたことは高く

評価できる。今後は粗飼料とし

て、イタリアンライグラス以外の

牧草の可能性なども検討してほ

しい。 

②現在実施中の別の課題の中で飼料イネを用

いた飼養試験を計画している。 

総合評価 
 
 

③飼育前期と後期にわけた今回の

試験成績と、前期・後期を通して

の成果が同様であったか確認で

きれば、今後、前期と後期の試験

どちらかを実施することにより、

優良後継牛のための育成管理技

術として効率的・低コスト的に実

施できる。 
 

③育成全期間をとおしての試験の必要性は認

識している。追加試験実施の可能性につい

て、共同研究県と相談したい。 

 


